UAV-SfM測量による斜面崩壊前兆現象抽出の試み by 小花和, 宏之 et al.
25 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 1 …演l戸斜面崩壊前兆現象抽同み
小花和宏之（ビジョンテック）・早川裕司（東京大学）・加藤顕（千葉大学）
Summa町
UAV・SfM測量手法を用いて、斜面崩壊状
況およびその前兆現象の観測可能性を検
討した。
①岩盤崩落、落石、テンションクラックなど、
主に裸地斜面で発生するマスムーブメント
の検出および変化量の推定は可能。
②箱生で覆われた斜面の変化を検知する二
とは難しい。地面の動きに｛半う樹木位置
の変化量の検出を試みたが、落葉等によ
る樹冠形状の季節変化の影響が大きい。
Backg『ound& Purpose 
急峻な山地が多くまた降水量も多い自主転でI立、地すべりやE壁崩れといった土砂災害が多発している。
たとえば、2015年に発生した土砂災害の件数は、地すべりが44件、崖崩れが599件である（国土交通省，
2015）。それら災害を未然に防ぐあるいは被害を軽減するためには、災害の原因となるマスムーブメント
（重力性の土砂移動）の発生危険個所の推定および監視銭術が必要である。
土砂災害危険個所の推定方法として、従来は、斜面の傾斜や高さをもとに土砂災害が発生するおそれ
のある個所（急傾斜地崩嬢危険区織）が指定されてきた。しかしその数｜ま全国でお万か所を超えており、
監視コストの箇で問題がある。また、斜面崩緩の監視手法として、伸縮E十を用いた崩嬢Bi部の引張tilれ
自｛テンションクラック）の変異針演1）が一般的だが、全ての対象地に設置することは現実的では無い。
本研究では以よの状況を踏まえて、地形言十混IJツールのーっとして近年急速に利用が拡大している、
UAV-S削計測手法（小型無人機を用いた空織およびStructurefrom Motion妓術を利用した写真測量）に
よる、斜面蹴寝前兆現象の杷握の可能性について検討した。
千葉県いすみ市雀島
島の周図が海に固まれているため
1也よ踏査不可
変化量の計測も可能
開蝉闘勝樹楓耕語動駒櫛働司
栃木県
日光量産厳のj竜
UAV-SIM測量により、アヲセス圏
鍵な谷壁斜面を含む湾周辺の地
形ヂ－，取得に成功
醜麟趨盟
300 
煙
車i200 . -〉
:> 100 
J 積雪深の比較
）｛ .縦一24～＋30cm 闘蝦暢輔蹴憐置
－栂対談釜は3～11% I 6>'11凶回目盛佐J I 
,8 
？ 。
。
単位・m O 100 200 300 
実測i(snow probe) 
－・．， 
，園、‘”
主z
；：；”・健婦
欝..
訓”「 一 一一 一一•» ..。””“・0 ”” le UO I聡 a・0 IM .包，.・>!<Il箆厳
???
?
ゅ，．．．”’．，．，． 
>!<Il鋳雌
断面図
変化畳、3赤・谷保1）へ50cm以上
黄色～緑色：50cm以下
青；山倶Iへ50cm以上
聖書
~- f'•A . 
ドr守． 
樹木の
移動・
2014 ／傾き
Y: つつ
1色予戸】 ＂『
、11/6
2016 戸
¥11/13,・ 
落葉等により樹冠形状が大きく変化するため、
樹木の位置変化で地面の移動を正被に捉えることは幾しい。
